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鹿児島県垂水市
●●● ●●●●●●●

たるみず学校応援団 垂水中央中学校

　平成 22年 4月、4つの中学校が統合して垂水中央中学校として開校し、市内全域が一つの校区になった。それまで
あまり交流がなかった児童・保護者・地域の人々の交流を図り、地域の学校としての意識を高めるため、たるみず学校
応援団の活動を開始した。
【主な活動】
１ 校門・玄関でのあいさつ運動　　２ 通学バス添乗　　３ 花苗の植替え　　４ 放課後学習支援、夏休み学習支援　　
５ 行事の手伝い　　６ 授業支援　　７ 部活動支援

● 活動の特徴・工夫� ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

【特徴的な活動内容】
１　通学バスへの添乗
　北は牛根地区～南は新城地区まで校区が広域化しており、通学バスは 4つの路線に分かれている。
　毎月一回二人ずつバスに乗車し、生徒へのあいさつを中心に声かけをしている。
２　放課後学習支援、夏休み学習支援
　�職員会議や研修がある時間や夏休みに、学習に自信の持てない生徒や希望
する生徒たちと一緒に学習に取り組んでいる。

【実施に当たっての工夫】
１�　バス添乗の日にちを決めているため、ボランティアの方々には自分が添
乗する日が前もって分かるようになっている。
　�　（毎月第二月曜日）　添乗 10日前には、バス会社、中学校、ボランティ
アの方々に依頼文が届くように計画的に実施。
　�　早朝 6時半の乗車であるため、二人一組で添乗としている。念のため、
2～ 3日前にはコーディネーターから再度連絡を入れるようにしている。
実施後に、感想 ･意見等を提出していただき、必要な場合には学校へ申し
送りしている。
２�　夏休みの学習支援では不登校気味の生徒や、学習面で不安を持っている
子供に声をかけて、一日に 2時間程度一緒に学習をしている。

● 事業を実施しての効果・成果� ●●●●●●●●●●●●●●●●

　どの活動でも、生徒たちの中に、ボランティアの方々が自然に入っている
のが嬉しい。バス添乗での声かけにより、子供たちのあいさつもとてもよく
なってきている。また、生徒たちからの「おはようございます。」の声に、
ボランティアの方々も元気をもらっているとのことで、相互に応援し合う状
況となっている。
　放課後学習では、教職員OBの方々だけではなく、一般の方々にもお手伝
いをいただいている。短い時間ではあるが、大人も生徒も一生懸命学習に取
り組んでいる。一人一人と密に関わってもらえるので生徒たちもしっかり理
解できるようになった。
　夏休みの学習では、不登校気味の生徒を中心に声をかけて一緒に学習して
いるが、それ以外にも学習面で不安がある生徒も参加している。この学習会
に参加するようになり、少しずつ登校できるようになった生徒も出てきた。
　国語の俳句の授業では、外部講師が技術的な面も具体的に指導することに
よって、子供たちが興味を持って積極的に俳句作りに取り組んでいた。

● その他� ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　放課後の補充学習、長期休業中の学習会、家庭科ミシンの扱い方支援、国
語の俳句作り
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　どの活動でも，生徒たちの中に，ボランティアの方々が自然に入っているのが嬉しい。バス添乗での声かけにより，子ども達のあいさつもとてもよくなってきている。ま
た，生徒たちからの「おはようございます。」の声に，ボランティアの方々も元気をもらっているとのことで，相互に応援し合う状況となっている。
　放課後学習では，教職員OBの方々だけではなく，一般の方々にもお手伝いをいただいている。短い時間ではあるが，大人も生徒も一生懸命学習に取り組んでいる。一
人一人と密に関わってもらえるので生徒たちもしっかり理解できるようになった。
　夏休みの学習では，不登校気味の生徒を中心に声をかけて一緒に学習しているが，それ以外にも学習面で不安がある生徒も参加している。この学習会に参加するよ
うになり，少しずつ登校できるようになった生徒も出てきた。
　国語の俳句の授業では，外部講師が技術的な面も具体的に指導することによって，子ども達が興味を持って積極的に俳句作りに取り組んでいた。
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【特徴的な活動内容】
　１　通学バスへの添乗
　　  北は牛根地区～南は新城地区まで校区が広域化しており，通学バスは4つの路線に分かれている。
　　  毎月一回二人ずつバスに乗車し，生徒へのあいさつを中心に声かけをしている。
　２　放課後学習支援，夏休み学習支援
　　  職員会議や研修がある時間や夏休みに，学習に自信の持てない生徒や希望する生徒たちと一緒に学習に取り組んで
　　いる。

【実施に当たっての工夫】
  １　バス添乗の日にちを決めているため，ボランティアの方々には自分が添乗する日が前もって分かるようになっている。
　　（毎月第二月曜日）　添乗10日前には，バス会社，中学校，ボランティアの方々に依頼文が届くように計画的に実施。
　　早朝6時半の乗車であるため，二人一組で添乗としている。念のため，2～3日前にはコーディネーターから再度連絡
　　を入れるようにしている。実施後に，感想･意見等を提出していただき，必要な場合には学校へ申し送りしている。
　
　２　夏休みの学習支援では不登校気味の生徒や，学習面で不安を持っている子どもに声をかけて，一日に2時間程度一
　　　緒に学習をしている。
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